

















特にトルンパ・ロトゥジュンネ （ーGro lung pa Blo gros ’byung gnas）とギャマル

























を認識する正理知（de kho na’i ’jal byed 
rigs pa’i shes pa）の側において真実で
あるので、「勝義諦」と云われる。それ
は、正理［知］により成立する真実









（rigs pa’i shes pa）の側において真実
であるので、「勝義諦」と云われる。そ
れは、正理により存立する対象（rigs 
pas gnas pa’i don）である。［₈b₄f.］
分類基体 一切の知と所知の対象（shes pa dang 











ことがないもの（de nyid dang gzhan 
du brjod du med pa）; 同一が否定され












い有法と法性（de nyid dang gzhan du 
med pa’i chos can dang chos nyid）
（＝＊同一自体にして別異反体（ngo 


























（phyin ci log gi dmigs pa）［₆₁₅．₂₀］
・勝義諦の定義；一切の顕現を超えた
もの（snang ba thams cad las ’das pa）; 
所知の相から離れたもの（shes bya’i 
mtshan ma dang bral ba）; 一切の自性
から離れたもの（rang bzhin thams 
cad dang bral ba）; ＊ 五 相（無 戯 論
（spros pa med pa）・無二（gnyis med 
pa）・無相（mtshan nyid med pa）・非







知（de ltar (i.e., rigs pas) dpyad na 




す る 対 象（ma dpyad par snang pa 
tsam du ’jug pa’i yul las g[zhan du/
par] gnas pa’i don）（＝＊正理知の対象




























































































じり合い、知と所知が「一味（ro gcig, i.e., 同体）」となったのであれば、空性を
その知の対象として立てることは不可能であるからである。このように、両者
の中観説については、論ずるべきことは多々あるが、その委細については、稿
を改めて検討することにしたい。
＊本稿は、JSPS 科研費 JP₁₅K₀₂₀₄₆の助成に基づく。

